
 

 

 

 

 

 

 そろそろ梅雨も明け、気温が高くなる日が増えてきます。真夏が来る前に、からだを暑さにならし

熱中症にならない体づくりをしましょう。 

 

 

熱中症とは？ 
 私たちの体は、常に３６℃前後になるように体温を調節しています。暑いときには、皮膚

ひ ふ

の血管を

広げ、体の外に熱を逃がします。また、汗をかくことにも意味があり、体内の水分を汗によって蒸発

させることで体温を下げる働きをしています。体温調節の働きをしている自律神経のバランスが崩れ

ると、体に熱がたまって体温が上がり、様々な異変が起こります。このような状態を熱中症といいま

す。 

 熱中症は、死に至る可能性がある症状です。しかし、予防法を知って、それを実践することで、完

全に防ぐことができます。 

 

 

熱中症の症状 
Ⅰ度（軽度）熱けいれん 

  主な症状：めまい、筋肉痛、汗がとまらない、手足のしびれ 

        

Ⅱ度（中等度）熱疲労 

  主な症状：頭痛、疲労感、脱力感、からだがだるい 

吐き気・おう吐 

       体がぐったりする、力が入らない等、いつもと様子が違う程度のごく

軽い意識障害が起こることがある。 

 

Ⅲ度（重症度）熱射病 

  主な症状：体温が高い、意識がない、おかしな言動・行動 

       呼びかけや刺激への反応がおかしい、体にガクガクとひきつけがある。 

       まっすぐ走れない、歩けない等。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱中症の応急処置 
 

①意識確認をし、 

なければ救急車を呼ぶ。 
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②涼しい場所に運ぶ 

 

③衣服を脱がせて 

     体を冷やす 

 

④水分と塩分を 

      補給する 

 

今年の定期健康診断は、すべて終了しました！！ 

欠席等で受けていない人や、受診が必要な人には保

護者懇談
こんだん

の時に、『受診
じゅしん

勧告書
かんこくしょ

』を渡しています。 

バイトや部活、友人と遊びに行ったりと忙しいかも

しれませんが、きちんと時間をとって病院へ行って

くださいね。 


